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(57)【要約】

【課題】ユーザーに対してユマニチュードにおけるマル

チモーダル介護技法の習得レベルを示す装置を提供する

。

【解決手段】複数のセンサから複数のデータを取得する

手段（Ｓ４０１）と、取得された複数のデータに基づい

て、複数の予め定義された条件を満たしているかどうか

を判定する手段（Ｓ４０２）と、複数の予め定義された

条件のうちの２以上の条件を同時に満たしていると判定

された時間を抽出する手段（Ｓ４０３）と、複数のデー

タの取得開始時刻から現在時刻までの時間に対する抽出

された時間の割合を算出する手段（Ｓ４０４）と、算出

された割合を出力する手段（Ｓ４０５）とを備える。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状

態 を 夫 々 検 出 す る 複 数 の 検 出 手 段 と 、

　 前 記 複 数 の 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド

マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、

　 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る

出 力 手 段 と

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 支 援 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル

の 状 態 を 夫 々 検 出 す る 複 数 の 検 出 手 段 は 、 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 接 触 を 検 出 す

る 接 触 セ ン サ 、 見 つ め る 動 作 を 検 出 す る 視 覚 セ ン サ 、 話 し か け る 動 作 を 検 出 す る 音 声 セ ン

サ の 少 な く と も 二 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 支 援 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 複 数 の 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド

マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 は 、 複 数 の ス キ ル 個 別

の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 得 る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ の 支 援

装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 複 数 の 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド

マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 は 、 複 数 の ス キ ル を 組

み 合 わ せ た 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 得 る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は

２ の 支 援 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る

出 力 手 段 は 、 複 数 の ス キ ル 個 別 の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い を 把 握 す る 表 示 又 は 音 を 前 記 ユ

マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ の 支 援 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る

出 力 手 段 は 、 複 数 の ス キ ル を 組 み 合 わ せ た 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い を 把 握 で き る 表 示 又 は

音 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ の 支 援 装

置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状

態 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得

度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使 用 し て い る デ ィ ス プ レ イ に

出 力 さ せ る ス テ ッ プ と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 支 援 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 サ ー バ 及 び 機 器 を 備 え た 支 援 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 サ ー バ が 、

　 　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の

状 態 を 夫 々 検 出 し 、

　 　 前 記 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習

得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 し 、

　 　 前 記 度 合 い 情 報 を 前 記 機 器 に 送 信 し 、
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　 前 記 機 器 が 、

　 　 前 記 送 信 さ れ た 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る

　 よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 支 援 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ９ 】

　 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 実 行 さ れ る と 、 前 記 中 央 処 理 装 置 に 、

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状

態 を 検 出 す る こ と と 、

　 前 記 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得

度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る こ と と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使 用 し て い る デ ィ ス プ レ イ に

出 力 さ せ る こ と と

　 を 含 む 動 作 を 行 わ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状

態 を 夫 々 検 出 す る 複 数 の 検 出 手 段 と 、

　 前 記 複 数 の 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド

マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、

　 前 記 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 す る 蓄 積 手 段 と 、

　 前 記 蓄 積 手 段 に よ り 蓄 積 さ れ た 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る 出 力

手 段 と

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 支 援 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状

態 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得

度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 蓄 積 さ れ た 度 合 い 情 報 を 時 系 列 に 、 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使 用 し て い る デ ィ

ス プ レ イ に 出 力 さ せ る ス テ ッ プ と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 支 援 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 サ ー バ 及 び 機 器 を 備 え た 支 援 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 サ ー バ が 、

　 　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の

状 態 を 夫 々 検 出 し 、

　 　 前 記 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習

得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 し 、

　 　 前 記 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 し 、

　 　 前 記 蓄 積 さ れ た 度 合 い 情 報 を 前 記 機 器 に 送 信 し 、

　 前 記 機 器 が 、

　 　 前 記 送 信 さ れ た 度 合 い 情 報 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る

　 よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 支 援 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 実 行 さ れ る と 、 前 記 中 央 処 理 装 置 に 、

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状

態 を 検 出 す る こ と と 、

　 前 記 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得

度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る こ と と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 す る こ と と 、
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　 前 記 蓄 積 さ れ た 度 合 い 情 報 を 時 系 列 に 、 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使 用 し て い る デ ィ

ス プ レ イ に 出 力 さ せ る こ と と

　 を 含 む 動 作 を 行 わ せ る こ と を 特 徴 と す る プ ロ グ ラ ム 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を 示 す た め の マ ル チ モ ー

ダ ル 動 作 訓 練 装 置 で あ っ て 、

　 複 数 の セ ン サ と 、

　 前 記 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 す る 手 段 と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ に 基 づ い て 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た し て い る か

ど う か を 判 定 す る 手 段 と 、

　 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 の う ち の ２ 以 上 の 条 件 を 同 時 に 満 た し て い る と 判 定 さ れ た 時

間 を 抽 出 す る 手 段 と 、

　 前 記 複 数 の デ ー タ の 取 得 開 始 時 刻 か ら 現 在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 前 記 抽 出 さ れ た 時 間

の 割 合 を 算 出 す る 手 段 と 、

　 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を 出 力 す る 手 段 と

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 複 数 の セ ン サ は 、 接 触 セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 及 び マ イ ク ロ フ ォ ン を 含 む こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 １ ４ の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 複 数 の セ ン サ か ら 出 力 さ れ る デ ー タ の う ち の 少 な く と も １ つ は 、 機 械 学 習 に 基 づ く

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を 出 力 す る 手 段 は 、 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を 透 過 型 の デ ィ ス プ レ イ に

表 示 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 前 記 抽 出 さ れ た 時 間 の 割 合 を 算 出 す る 手 段 は 、 前 記 複 数 の デ ー タ の 取 得 開 始 時 刻 か ら 現

在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 、 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ の 各 々 が 前 記 複 数 の 予 め 定 義 さ

れ た 条 件 の う ち の 各 々 の 条 件 を 満 た し て い る 時 間 の 割 合 を 算 出 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 １ ４ の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を 出 力 す る 手 段 は 、 ヒ ト の 感 情 を 表 す 画 像 を 表 示 す る 手 段 を 含 む こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を 出 力 す る 手 段 は 、 ヒ ト の 感 情 を 表 す 音 声 を 出 力 す る 手 段 を 含 む こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 ２ １ 】

　 前 記 接 触 セ ン サ は 、 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ の マ ル チ モ

ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 ２ ２ 】

　 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を 示 す た め の マ ル チ モ ー

ダ ル 動 作 訓 練 方 法 で あ っ て 、

　 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、

　 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ に 基 づ い て 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た し て い る か

ど う か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 の う ち の ２ 以 上 の 条 件 を 同 時 に 満 た し て い る と 判 定 さ れ

た 時 間 を 抽 出 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 複 数 の デ ー タ の 取 得 開 始 時 刻 か ら 現 在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 前 記 抽 出 さ れ た 時 間

の 割 合 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る ス テ ッ プ と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 。

【 請 求 項 ２ ３ 】

　 教 育 に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ ル を 示 す た め の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装

置 で あ っ て 、

　 複 数 の セ ン サ と 、

　 前 記 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 す る 手 段 と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ に 基 づ い て 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た し て い る か

ど う か を 判 定 す る 手 段 と 、

　 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 の う ち の ２ 以 上 の 条 件 を 同 時 に 満 た し て い る と 判 定 さ れ た 時

間 を 抽 出 す る 手 段 と 、

　 前 記 複 数 の デ ー タ の 取 得 開 始 時 刻 か ら 現 在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 前 記 抽 出 さ れ た 時 間

の 割 合 を 算 出 す る 手 段 と 、

　 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を 出 力 す る 手 段 と

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 。

【 請 求 項 ２ ４ 】

　 教 育 に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ ル を 示 す た め の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方

法 で あ っ て 、

　 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、

　 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ に 基 づ い て 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た し て い る か

ど う か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、

　 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 の う ち の ２ 以 上 の 条 件 を 同 時 に 満 た し て い る と 判 定 さ れ た 時

間 を 抽 出 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 複 数 の デ ー タ の 取 得 開 始 時 刻 か ら 現 在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 前 記 抽 出 さ れ た 時 間

の 割 合 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 算 出 さ れ た 割 合 を デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る ス テ ッ プ と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 。

【 請 求 項 ２ ５ 】

　 サ ー バ 及 び 機 器 を 備 え た 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ ル を 示 す た め の シ ス テ ム で あ

っ て 、

　 前 記 サ ー バ が 、

　 　 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 し 、

　 　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ が 各 々 の デ ー タ に 対 し て 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た す か

ど う か を 判 定 し 、

　 　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ の う ち 第 １ の デ ー タ が 第 １ の 条 件 を 満 た し 第 ２ の デ ー タ

が 第 ２ の 条 件 を 満 た す と 、 前 記 第 １ の デ ー タ が 前 記 第 １ の 条 件 を 満 た し て い る 第 １ の 度 合

い と 前 記 第 ２ の デ ー タ が 前 記 第 ２ の 条 件 を 満 た し て い る 第 ２ の 度 合 い と を 算 出 し 、

　 　 前 記 第 １ の 度 合 い お よ び 前 記 第 ２ の 度 合 い に 基 づ い て 前 記 習 得 レ ベ ル を 示 す 数 値 を 算

出 し 、

　 　 前 記 算 出 し た 数 値 を 前 記 機 器 に 送 信 し 、

　 前 記 機 器 が 、

　 　 前 記 サ ー バ か ら 送 信 さ れ た 前 記 算 出 し た 数 値 を 受 信 し 、

　 　 前 記 受 信 し た 数 値 を デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る

　 よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ ６ 】

　 前 記 サ ー バ が 、

　 　 前 記 算 出 し た 数 値 に 基 づ い て 画 像 デ ー タ を 作 成 し 、

　 　 前 記 作 成 し た 画 像 デ ー タ を 前 記 機 器 に 送 信 し 、

　 前 記 機 器 が 、
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　 　 前 記 サ ー バ か ら 送 信 さ れ た 画 像 デ ー タ を 受 信 し 、

　 　 前 記 受 信 し た 画 像 デ ー タ に 基 づ く 画 像 を 前 記 デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る

　 よ う に さ ら に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ の シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ２ ７ 】

　 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ ル を 示 す た め の 方 法 で あ っ て 、

　 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、

　 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ が 各 々 の デ ー タ に 対 し て 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た す か ど

う か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ の う ち 第 １ の デ ー タ が 第 １ の 条 件 を 満 た し 第 ２ の デ ー タ が

第 ２ の 条 件 を 満 た す と 、 前 記 第 １ の デ ー タ が 前 記 第 １ の 条 件 を 満 た し て い る 第 １ の 度 合 い

と 前 記 第 ２ の デ ー タ が 前 記 第 ２ の 条 件 を 満 た し て い る 第 ２ の 度 合 い と を 算 出 す る ス テ ッ プ

と 、

　 前 記 第 １ の 度 合 い お よ び 前 記 第 ２ の 度 合 い に 基 づ い て 前 記 習 得 レ ベ ル を 示 す 数 値 を 算 出

す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 算 出 し た 数 値 を デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る ス テ ッ プ と

　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

【 請 求 項 ２ ８ 】

　 前 記 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、

　 前 記 算 出 し た 数 値 に 基 づ い て 画 像 デ ー タ を 作 成 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 作 成 し た 画 像 デ ー タ に 基 づ く 画 像 を 前 記 デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る ス テ ッ プ と

　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ の 方 法 。

【 請 求 項 ２ ９ 】

　 前 記 中 央 処 理 装 置 は 、 情 報 端 末 に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ の 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 支 援 装 置 、 支 援 方 法 、 支 援 シ ス テ ム お よ び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。 よ り 詳 細 に

は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド （ 登 録 商 標 ） に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 技 法 の 習 得 レ ベ ル 向 上 に 好 適 な

支 援 装 置 、 支 援 方 法 、 支 援 シ ス テ ム お よ び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ケ ア ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 法 の １ つ で あ る ユ マ ニ チ ュ ー ド が あ る 。 「 ユ マ ニ チ ュ ー ド

」 は 、 認 知 機 能 の 低 下 等 に よ り 日 常 生 活 が 困 難 に な っ た 人 に 対 し 、 生 活 補 助 ま た は 看 護 す

る 技 法 で あ る 。 ユ マ ニ チ ュ ー ド は 、 「 見 つ め る 」 「 触 れ る 」 「 話 し か け る 」 「 立 た せ る 」

の ４ つ の ス キ ル の う ち の 複 数 を 同 時 に 組 み 合 わ せ て 行 う マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 を 含 む 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 介 護 を 行 う 者 （ 以 下 、 介 護 者 と い う ） に 対 し て 、 介 護 を 受 け る 者 （ 以 下 、 被 介 護 者 と い

う ） と 視 線 を 合 わ せ る こ と 、 介 護 動 作 の 会 話 説 明 （ 実 況 中 継 ） す る こ と 、 介 護 動 作 の 会 話

説 明 を 促 し た り す る こ と を 指 示 す る 指 示 情 報 を 与 え る 支 援 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献

１ 、 具 体 的 に は （ 第 １ ２ － １ ４ 頁 、 第 １ ０ － １ ２ 図 ） 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 介 護 者 に 対 し て 、 介 護 者 と 被 介 護 者 と の 間 の 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド の た め の 関 係 性 を

介 護 者 へ フ ィ ー ド バ ッ ク す る 支 援 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 、 具 体 的 に は （ 段 落 ［

０ ０ ３ ８ ］ 、 第 ５ 図 ） 参 照 ） 。 例 え ば 、 発 話 が 検 出 さ れ 、 ア イ コ ン タ ク ト あ り 、 且 つ 、 頭

部 間 距 離 ２ ０ ｃ ｍ 以 内 の 場 合 に 「 素 晴 ら し い ！ 」 と い う フ ィ ー ド バ ッ ク が さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 さ ら に 、 介 護 者 の 「 見 つ め る 」 動 作 を 距 離 、 視 線 、 角 度 の 要 素 に 分 け て 、 評 価 値 を 介 護

者 へ 提 供 す る こ と 、 お よ び 「 触 れ る 」 動 作 に つ い て ア バ タ ー の 顔 の 表 情 と し て 提 供 す る シ

ス テ ム が 知 ら れ て い る （ 非 特 許 文 献 1参 照 ） 。
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【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ２ ０ １ ７ ９ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － １ ８ ５ ６ ３ ４ 号 公 報

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 Tomoki Hiramatsu, Masaya Kamei, Daiji Inoue, Akihiro Kawamura, Q

i An, and Ryo Kurazume、 「 Development of dementia care training system based on

augmented reality and whole body wearable tactile sensor」 、 2020 IEEE/RSJ Intern

ational Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS 2020)、 IEEE、 ２ ０ ２ １

年 ２ 月 １ ０ 日

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 従 来 の ユ マ ニ チ ュ ー ド 支 援 で は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 技 法 の 習 得 の 点 で 課 題 が あ っ た 。 す な

わ ち ユ マ ニ チ ュ ー ド 技 法 は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の よ う に 複 数 の ス キ ル を 組 み あ わ せ

た 技 法 で あ る た め 、 介 護 者 自 身 が 、 そ の 介 護 動 作 が 総 合 的 に ど の 程 度 の レ ベ ル に な っ て い

る か ど う か が 、 把 握 し づ ら か っ た 。 し た が っ て 、 介 護 者 自 身 は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法

の 向 上 を 図 る 上 で 改 善 の 余 地 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 か か る 課 題 は 介 護 に 限 ら ず 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の よ う な 、 複 数 の ス キ ル を

組 み あ わ せ た 技 法 の 習 得 の 点 で は 同 様 に 生 じ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の 点 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル 技

法 を 向 上 で き る よ う に 、 そ の 習 得 レ ベ ル を 出 力 す る 支 援 装 置 、 支 援 方 法 、 支 援 シ ス テ ム お

よ び プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 更 に 本 発 明 は マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を 示 す マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置

お よ び 方 法 を 提 供 す る こ と を 別 の 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 の 支 援 装 置 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供

者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 夫 々 検 出 す る 複 数

の 検 出 手 段 と 、 複 数 の 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ

チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 取 得 手 段

に よ り 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る 出 力 手 段 と を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 の 支 援 方 法 は 、 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る

、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、 検 出

さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示

す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使

用 し て い る デ ィ ス プ レ イ に 出 力 さ せ る ス テ ッ プ と を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 サ ー バ 及 び 機 器 を 備 え た 支 援 シ ス テ ム で あ っ て 、 サ ー バ が 、 ユ マ

ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 夫

々 検 出 し 、 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の

習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 し 、 度 合 い 情 報 を 機 器 に 送 信 し 、 機 器 が 、 送 信 さ れ た

度 合 い 情 報 を ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の 別 の 態 様 の プ ロ グ ラ ム は 、 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 実 行 さ れ る と 、 中 央 処 理 装 置

に 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の

状 態 を 検 出 す る こ と と 、 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル

チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る こ と と 、 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を ユ

マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使 用 し て い る デ ィ ス プ レ イ に 出 力 さ せ る こ と と を 含 む 動 作 を 行 わ せ

る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の

中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 夫 々 検 出 す る 複 数 の 検 出 手 段 と 、 複 数 の 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ

れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す

度 合 い 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 す る 蓄 積

手 段 と 、 蓄 積 手 段 に よ り 蓄 積 さ れ た 度 合 い 情 報 を ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る 出 力 手

段 と を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ

ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、 検 出 さ れ た 複 数

の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情

報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 す る ス テ ッ プ と 、 蓄 積 さ れ た 度 合

い 情 報 を 時 系 列 に 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使 用 し て い る デ ィ ス プ レ イ に 出 力 さ せ る ス テ

ッ プ と を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 サ ー バ 及 び 機 器 を 備 え た 支 援 シ ス テ ム で あ っ て 、 サ ー バ が 、 ユ マ

ニ チ ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 夫

々 検 出 し 、 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の

習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 し 、 蓄 積 さ れ た 度 合

い 情 報 を 機 器 に 送 信 し 、 機 器 が 、 送 信 さ れ た 度 合 い 情 報 を ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す

る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 実 行 さ れ る と 、 中 央 処 理 装 置 に 、 ユ マ ニ チ

ュ ー ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 検 出 す

る こ と と 、 検 出 さ れ た 複 数 の ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の

習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 取 得 す る こ と と 、 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積 す る こ と と

、 蓄 積 さ れ た 度 合 い 情 報 を 時 系 列 に 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 使 用 し て い る デ ィ ス プ レ イ

に 出 力 さ せ る こ と と を 含 む 動 作 を 行 わ せ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を

示 す た め の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 で あ っ て 、 複 数 の セ ン サ と 、 複 数 の セ ン サ か ら 複

数 の デ ー タ を 取 得 す る 手 段 と 、 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ に 基 づ い て 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ

た 条 件 を 満 た し て い る か ど う か を 判 定 す る 手 段 と 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 の う ち の ２

以 上 の 条 件 を 同 時 に 満 た し て い る と 判 定 さ れ た 時 間 を 抽 出 す る 手 段 と 、 複 数 の デ ー タ の 取

得 開 始 時 刻 か ら 現 在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 抽 出 さ れ た 時 間 の 割 合 を 算 出 す る 手 段 と 、 算

出 さ れ た 割 合 を 出 力 す る 手 段 と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を

示 す た め の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 で あ っ て 、 中 央 処 理 装 置 に よ っ て 、 複 数 の セ ン サ

か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ に 基 づ い て 、 複 数 の 予

め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た し て い る か ど う か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た

条 件 の う ち の ２ 以 上 の 条 件 を 同 時 に 満 た し て い る と 判 定 さ れ た 時 間 を 抽 出 す る ス テ ッ プ と

、 複 数 の デ ー タ の 取 得 開 始 時 刻 か ら 現 在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 抽 出 さ れ た 時 間 の 割 合 を

算 出 す る ス テ ッ プ と 、 算 出 さ れ た 割 合 を デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 サ ー バ 及 び 機 器 を 備 え た 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ ル を 示

す た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 サ ー バ が 、 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ

れ た 複 数 の デ ー タ が 各 々 の デ ー タ に 対 し て 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た す か ど う か を 判 定 し

、 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ の う ち 第 １ の デ ー タ が 第 １ の 条 件 を 満 た し 第 ２ の デ ー タ が 第 ２

の 条 件 を 満 た す と 、 第 １ の デ ー タ が 第 １ の 条 件 を 満 た し て い る 度 合 い と 第 ２ の デ ー タ が 第

２ の 条 件 を 満 た し て い る 度 合 い と を 算 出 し 、 第 １ の 度 合 い お よ び 前 記 第 ２ の 度 合 い に 基 づ

い て 習 得 レ ベ ル を 示 す 数 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 数 値 を 機 器 に 送 信 し 、 機 器 が 、 サ ー バ か ら

送 信 さ れ た 算 出 し た 数 値 を 受 信 し 、 受 信 し た 数 値 を デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る よ う に 構 成 さ

れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ ル を 示 す た め の 方 法 で あ っ て 、 中

央 処 理 装 置 に よ っ て 、 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 取 得 さ れ た

複 数 の デ ー タ が 各 々 の デ ー タ に 対 し て 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を 満 た す か ど う か を 判 定 す る ス

テ ッ プ と 、 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ の う ち 第 １ の デ ー タ が 第 １ の 条 件 を 満 た し 第 ２ の デ ー

タ が 第 ２ の 条 件 を 満 た す と 、 第 １ の デ ー タ が 第 １ の 条 件 を 満 た し て い る 度 合 い と 第 ２ の デ

ー タ が 第 ２ の 条 件 を 満 た し て い る 度 合 い と を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、 第 １ の 度 合 い お よ び 前

記 第 ２ の 度 合 い に 基 づ い て 習 得 レ ベ ル を 示 す 数 値 を 算 出 す る ス テ ッ プ と 、 算 出 し た 数 値 を

デ ィ ス プ レ イ に 出 力 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 が 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル 技 法 を 向 上

で き る よ う に 、 そ の 習 得 レ ベ ル を 出 力 す る 支 援 装 置 、 支 援 方 法 、 支 援 シ ス テ ム お よ び プ ロ

グ ラ ム を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 本 出 願 の 別 の 発 明 に 依 れ ば 、 介 護 者 は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を

知 る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の 個 別 ス コ ア に 関 す る 方 法 を

示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア に 関

す る 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 各 ス キ ル の 動 作 時 間 を 例 示 す る 図

で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る シ ス テ ム 全 体 を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ れ る 画 面 イ メ ー ジ を 例 示 す る 図 で あ

る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ れ る 画 面 イ メ ー ジ を 例 示 す る 図 で あ

る 。

【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る シ ス テ ム 全 体 を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 態 様 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 マ ル

チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 に 関 す る 演 算 な ど を 行 う
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中 央 処 理 装 置 で あ る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の 画 像 処 理 お よ び 画 面

出 力 処 理 を す る Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ と 、 接 触 セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ

フ ォ ン か ら 信 号 を 受 信 す る セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ と 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 生 成 し

た 画 像 デ ー タ を 出 力 す る デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 生 成 し た 音 声 デ ー タ を 出

力 す る ス ピ ー カ １ ０ ５ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム ま た は デ ー タ な ど を

Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 読 み 書 き す る 主 記 憶 装 置 １ ０ ６ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ

ラ ム ま た は デ ー タ な ど を 永 続 的 に 格 納 す る 二 次 記 憶 装 置 １ ０ ７ と 、 例 え ば 、 Ｌ Ａ Ｎ な ど の

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ８ と が 、 バ ス １

０ ９ を 介 し て 相 互 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 接 触 セ ン サ は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 「 触 れ る 」 の 動 作 時 間 を 測 定 す る の に 用 い ら れ

る 。 一 態 様 に お い て 、 接 触 セ ン サ は 、 介 護 者 が マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ を 使 用

す る 際 に 、 介 護 者 の 手 に 装 着 す る 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ で あ る 。 代 替 え と し て 、 接 触 セ ン サ

は 、 等 身 大 の 人 形 に 装 着 す る 分 布 型 ウ エ ア ラ ブ ル 全 身 触 覚 セ ン サ で あ っ て よ い 。 こ こ で 、

上 記 の 等 身 大 の 人 形 は 、 介 護 者 が マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ を 使 用 す る 際 に 用 い

ら れ 、 被 介 護 者 の 役 割 を 果 た す 。 ま た 、 介 護 者 は 、 上 記 の 等 身 大 の 人 形 を 使 用 せ ず に 、 直

接 、 被 介 護 者 に 分 布 型 ウ エ ア ラ ブ ル 全 身 触 覚 セ ン サ を 装 着 し て も よ い 。 触 覚 セ ン サ グ ロ ー

ブ お よ び 分 布 型 ウ エ ア ラ ブ ル 触 覚 セ ン サ は 例 で あ り 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０

に 必 要 な 触 覚 デ ー タ を 入 力 す る こ と が で き る 接 触 セ ン サ で あ れ ば 何 で も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 視 覚 セ ン サ は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 「 見 つ め る 」 の 動 作 時 間 を 測 定 す る の に 用 い ら

れ る 。 視 覚 セ ン サ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 必 要 な 視 覚 デ ー タ を 入 力 す る

こ と が で き る 視 覚 セ ン サ で あ れ ば 何 で も よ い 。 視 覚 セ ン サ と し て は 、 可 視 光 セ ン サ 、 赤 外

線 セ ン サ を 含 む 。 本 一 態 様 に お い て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ は 、 視 覚 セ ン サ

が 、 介 護 者 と 被 介 護 者 と の 間 の 距 離 を 検 出 す る た め の 距 離 深 度 セ ン サ を 含 む こ と が あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 慣 性 セ ン サ は 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 後 述 さ れ る 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 描 画 デ ー タ を 生

成 す る 処 理 に お い て 用 い ら れ る 。 慣 性 セ ン サ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 必

要 な 慣 性 デ ー タ を 入 力 す る こ と が で き る 慣 性 セ ン サ で あ れ ば 何 で も よ い 。 一 態 様 に お い て

、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ は 、 慣 性 セ ン サ と し て 、 加 速 度 計 、 磁 力 計 、 ジ ャ イ

ロ ス コ ー プ な ど を 含 む こ と が あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 「 話 し か け る 」 の 動 作 時 間 を 測 定 す る の に

用 い ら れ る 。 一 態 様 に お い て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ は 、 マ イ ク ロ フ ォ ン の

代 わ り に 、 音 圧 セ ン サ を 含 む こ と が あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 接 触 セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 各 々 、 マ ル チ モ ー ダ

ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 直 に 搭 載 す る こ と が で き る 。 ま た 、 接 触 セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣

性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 各 々 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ の 外 部 に

あ っ て も よ く 、 こ の 場 合 、 例 え ば 、 Bluetooth（ 登 録 商 標 ） な ど の 通 信 接 続 を 介 し て 、 マ

ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 接 続 す る こ と が で き る 。 一 態 様 に お い て 、 視 覚 セ ン サ

、 慣 性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 直 に 搭 載

さ れ 、 接 触 セ ン サ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ の 外 部 に あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 二 次 記 憶 装 置 １ ０ ７ に 格 納 さ れ た マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ

グ ラ ム お よ び デ ー タ を 主 記 憶 装 置 １ ０ ６ に 読 み 出 す 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 読 み 出 し た プ ロ グ

ラ ム お よ び デ ー タ を 用 い て 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ か ら 、 触 覚 デ ー タ 、 視 覚

デ ー タ 、 お よ び 聴 覚 デ ー タ を 受 信 し 、 受 信 し た 各 デ ー タ に 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 後 述 す る 処

理 を し て 、 描 画 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ へ 、 音 声 デ ー タ を ス ピ ー カ １ ０ ５ へ そ れ ぞ れ 送 信 す

る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】

　 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ か ら 描 画 デ ー タ を 受 信 し 、 受 信 し た 描 画 デ ー タ を 使 用 し

て 画 像 処 理 お よ び 画 像 出 力 処 理 を し て 画 像 デ ー タ を 生 成 し 、 生 成 し た 画 像 デ ー タ を デ ィ ス

プ レ イ １ ０ ４ に 送 信 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ こ で 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の 演 算 は 、 １ つ の 中 央 処 理 装 置 に よ り 行 わ れ る が

、 代 替 え と し て 、 マ ル チ Ｃ Ｐ Ｕ に よ り 行 っ て も よ い 。 別 の 態 様 に お い て 、 例 え ば 、 サ ー バ

な ど の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ と は 異 な る 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を

使 用 し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 行 う 処 理 の 一 部 ま た は す べ て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー

ス １ ０ ８ を 介 し て 、 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の 中 央 処 理 装 置 が 行 っ て も よ い 。 別

の 態 様 に お い て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 視 覚 デ ー タ お よ び 聴 覚 デ ー タ を 処 理 し 、 マ ル チ モ ー ダ ル

動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ と は 異 な る 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 触 覚 デ ー タ を 処 理 し て

、 処 理 し た デ ー タ を マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 。 ま た 、 代 替 え と し て

、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 行 う 処 理 を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 行 っ て も よ く 、 こ の 場 合 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ は 不

要 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ は 、 接 触 セ ン サ か ら 触 覚 デ ー タ を 、 視 覚 セ ン サ か ら

視 覚 デ ー タ を 、 慣 性 セ ン サ か ら 慣 性 デ ー タ を 、 マ イ ク ロ フ ォ ン か ら 聴 覚 デ ー タ を 、 そ れ ぞ

れ 受 信 し 、 受 信 し た 各 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に 送 信 す る こ と が で き る 。 別 の 態 様 に お い て

、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ と は 異 な る 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 触 覚

デ ー タ を 処 理 す る 場 合 、 触 覚 デ ー タ は 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ を 介 す る こ と

な く 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ と は 異 な る 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム に

送 信 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ は 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ か ら 画 像 デ ー タ を 受 信 し 、 受 信 し た 画 像 デ ー タ を

デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に 出 力 す る 。 一 態 様 に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ は 、 例 え ば

、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ な ど の よ う な 、 ウ エ ア ラ ブ ル な 透 過 型 の デ ィ ス プ レ イ で あ

る 。 一 態 様 に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 直 に

搭 載 さ れ る 。 別 の 態 様 に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １

０ ０ に 外 付 け さ れ て も よ い 。 代 替 え と し て 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ は 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ か ら の

画 像 デ ー タ を 出 力 し 、 同 時 に 、 画 面 の 向 こ う 側 に あ る 光 景 を 画 面 に 表 示 す る こ と が で き る

デ ィ ス プ レ イ で あ れ ば 何 で も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ス ピ ー カ １ ０ ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ か ら 音 声 デ ー タ を 受 信 し 、 受 信 し た 音 声 デ ー タ を 出 力

す る 。 一 態 様 に お い て 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に 直 に 搭

載 さ れ る 。 別 の 態 様 に お い て 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ に

外 部 に あ っ て も よ い 。 代 替 え と し て 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 生 成 し た 音 声 デ

ー タ を 、 音 と し て 発 す る こ と が で き る デ バ イ ス で あ れ ば 何 で も よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 主 記 憶 装 置 １ ０ ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ の 命 令 に よ り 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の 処 理

を す る の に 必 要 な プ ロ グ ラ ム お よ び デ ー タ な ど を 二 次 記 憶 装 置 １ ０ ７ か ら 読 み 込 み 、 Ｃ Ｐ

Ｕ １ ０ １ の 命 令 に よ り 、 読 み 込 ん だ プ ロ グ ラ ム お よ び デ ー タ な ど を 読 み 書 き す る 。 主 記 憶

装 置 １ ０ ６ は 、 例 え ば 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic RA M） 、

Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Synchronous DRA M） な ど の よ う な 記 憶 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 二 次 記 憶 装 置 １ ０ ７ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の 処 理 を す る の に 必 要 な プ ロ グ ラ

ム お よ び デ ー タ な ど を 永 続 的 に 格 納 し 、 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム お よ び デ ー タ な ど は 、 主 記

憶 装 置 １ ０ ６ に 読 み 出 さ れ る 。 二 次 記 憶 装 置 １ ０ ７ は 、 例 え ば 、 磁 気 デ ィ ス ク 、 フ ラ ッ シ

ュ メ モ リ 、 光 学 デ ィ ス ク な ど の よ う な 記 憶 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 二 次 記 憶 装 置 １ ０ ７ に 格 納 さ れ る デ ー タ は 、 介 護 者 が 被 介 護 者 に 触 れ る 圧 力 の 大 き さ に

対 し て 、 被 介 護 者 が 心 地 よ い と 感 じ る 上 限 の し き い 値 （ 以 後 、 接 触 圧 力 し き い 値 と い う ）

を 含 む 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ８ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ を 、 有 線

ネ ッ ト ワ ー ク 、 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 、 ま た は こ れ ら を 組 み 合 わ せ た ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る

た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る 。 一 態 様 に お い て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ と

は 異 な る 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 触 覚 デ ー タ を 処 理 す る 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ

ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ８ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ と は 異 な る 別 の コ ン ピ ュ ー

テ ィ ン グ シ ス テ ム が 処 理 し た デ ー タ を 受 信 す る の に 使 用 さ れ る 。 一 態 様 に お い て 、 ネ ッ ト

ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ８ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム 更 新 ま た は

デ ー タ 更 新 に 使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 接 触 セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン に よ っ て 、 ユ マ ニ チ ュ ー

ド 提 供 者 に 依 る 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 中 、 複 数 の ス キ ル の 状 態 を 夫 々 検 出 す

る 複 数 の 検 出 手 段 が 実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ る と き 、 Ｃ

Ｐ Ｕ １ ０ １ 上 の 機 能 ブ ロ ッ ク は 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ ま た は ネ ッ ト ワ ー ク

イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ８ か ら デ ー タ を 受 信 す る 入 力 デ ー タ 受 信 部 ２ ０ １ と 、 入 力 デ ー タ 受

信 部 ２ ０ １ が 受 信 し た 各 デ ー タ を 、 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 後 述 す る 条 件 判 定 を す る 条 件 判 定

部 ２ ０ ２ と 、 条 件 判 定 部 ２ ０ ２ の 判 定 に 基 づ い て 、 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 後 述 す る 個 別 ス コ

ア を 計 算 す る 個 別 ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ３ と 、 条 件 判 定 部 ２ ０ ２ の 判 定 に 基 づ い て 、 図 ３ 、 ４

を 参 照 し て 後 述 す る マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア を 計 算 す る マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４

と 、 個 別 ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ３ ま た は マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ の 計 算 に 基 づ い て

、 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 後 述 す る 出 力 デ ー タ を 生 成 し て 、 生 成 し た 出 力 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０

２ ま た は ス ピ ー カ １ ０ ５ に 送 信 す る 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ を 含 む 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 ２ に 含 ま れ る 機 能 ブ ロ ッ ク は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 に お け る 一 例 で あ る 。 本

発 明 の 方 法 を 実 装 す る 装 置 に お け る 機 能 ブ ロ ッ ク は 、 上 記 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル

を 示 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の 個 別 ス コ ア に 関 す る 方 法

を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ る と 、 接 触

セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 そ れ ぞ れ 、 触 覚 デ ー タ 、 視

覚 デ ー タ 、 慣 性 デ ー タ 、 お よ び 聴 覚 デ ー タ の 測 定 を 開 始 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 被 介 護 者 の 役 割 を 果 た す 等 身 大 の 人 形 が 使 用 さ れ る 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 等 身 大 の 人

形 の 頭 部 を 被 介 護 者 の 頭 部 に 見 せ る た め の 描 画 デ ー タ を 作 成 し 、 作 成 し た 描 画 デ ー タ を Ｇ

Ｐ Ｕ １ ０ ２ に 送 信 す る 。 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ は 、 受 信 し た 描 画 デ ー タ か ら 画 像 デ ー タ を 作 成 し 、

作 成 し た 画 像 デ ー タ を デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ に 送 信 す る 。 す る と 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画

面 に お い て 、 介 護 者 は 、 等 身 大 の 人 形 を 含 む 目 の 前 の 光 景 の 中 に 、 被 介 護 者 の 頭 部 の 画 像

が 重 畳 表 示 さ れ た 等 身 大 の 人 形 の 頭 部 を 見 る こ と で き る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ ま た は Ｇ Ｐ Ｕ １ ０

２ に よ る 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ か ら 開 始 す る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ こ で 、 被 介 護 者 の 頭 部 に 見 せ る た め の 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 視 覚 セ ン サ に 含 ま れ る

赤 外 線 セ ン サ に よ り 取 得 さ れ る 視 覚 デ ー タ と 、 慣 性 セ ン サ に よ り 取 得 さ れ る 慣 性 デ ー タ と

を 用 い て Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 す る こ と が で き る 。 赤 外 線 セ ン サ に よ り 、 介 護 者 の 視 線 を 追

う こ と が で き 、 慣 性 セ ン サ に よ り 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 動 き を ３ 次 元 に て 正 確 に 計 測 す

る こ と が で き る の で 、 被 介 護 者 の 頭 部 の 画 像 を 重 畳 表 示 す る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 換 言 す れ ば 、 赤 外 線 セ ン サ お よ び 慣 性 セ ン サ に よ っ て 、 介 護 者 の 視 線 の 方 向 に 相 当 す る

デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 方 向 に 対 す る 動 き を 追 う こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 被 介 護 者 の 役 割 を 果 た す の が 実 際 の ヒ ト の 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 実 際 の ヒ ト の 頭 部 を

被 介 護 者 の 頭 部 に 見 せ る た め の 描 画 デ ー タ を 作 成 し 、 作 成 し た 描 画 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２

に 送 信 す る 。 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ は 、 受 信 し た 描 画 デ ー タ か ら 画 像 デ ー タ を 作 成 し 、 作 成 し た 画

像 デ ー タ を デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ に 送 信 す る 。 す る と 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に お い て

、 介 護 者 は 、 実 際 の ヒ ト を 含 む 目 の 前 の 光 景 の 中 に 、 被 介 護 者 の 頭 部 の 画 像 が 重 畳 表 示 さ

れ た 実 際 の ヒ ト の 頭 部 を 見 る こ と で き る 。 被 介 護 者 の 役 割 を 果 た す の が 実 際 の ヒ ト の 場 合

で あ っ て も 、 被 介 護 者 の 役 割 を 果 た す 等 身 大 の 人 形 が 使 用 さ れ る 場 合 と 同 様 の 処 理 を す る

理 由 は 、 実 際 の ヒ ト が 、 被 介 護 者 の 役 割 を す る の に 慣 れ て い な い 場 合 が あ る か ら で あ る 。

Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ ま た は Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ に よ る 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ か ら 開 始 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 明 細 書 に お い て 、 以 後 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に 表 示 さ れ る 被 介 護 者 は 、 被 介 護

者 の 頭 部 の 画 像 が 重 畳 表 示 さ れ た 等 身 大 の 人 形 と 、 実 際 の ヒ ト と を 区 別 し な い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ に て 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ を 介 し て 、 接 触 セ ン サ が 測

定 し た 触 覚 デ ー タ を 、 視 覚 セ ン サ が 測 定 し た 視 覚 デ ー タ を 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン が 測 定

し た 聴 覚 デ ー タ を 、 リ ア ル タ イ ム に お い て Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 受 信 し 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３

０ ２ に 進 む 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 受 信 し た 触 覚 デ ー タ は 、 測 定 時 刻 、 測 定 時 の 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ を 含 む 。 接 触 圧 力

に 関 す る デ ー タ は 、 介 護 者 の 手 が 被 介 護 者 に 触 れ る 圧 力 の 大 き さ の 値 を 含 み 、 介 護 者 の 手

が 被 介 護 者 に 触 れ て い な け れ ば 、 圧 力 の 大 き さ の 値 は 零 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 よ り 具 体 的 に は 、 接 触 セ ン サ が 分 布 型 ウ エ ア ラ ブ ル 全 身 触 覚 セ ン サ で あ る 場 合 に は 、 受

信 し た 触 覚 デ ー タ は 、 測 定 時 刻 、 測 定 時 の 接 触 圧 力 、 お よ び 測 定 時 の 接 触 場 所 に 関 す る デ

ー タ を 含 む こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 受 信 し た 視 覚 デ ー タ は 、 測 定 時 刻 、 測 定 時 の 視 線 に 関 す る デ ー タ を 含 む 。 視 線 に 関 す る

デ ー タ は 、 介 護 者 の 視 線 が 被 介 護 者 の 視 線 と 合 っ て い る か ど う か を 判 定 す る た め の デ ー タ

を 含 む 。 よ り 詳 細 に は 、 視 線 に 関 す る デ ー タ は 、 当 業 者 に は よ く 知 ら れ て い る 機 械 学 習 に

基 づ く 視 線 追 跡 の 手 法 を 用 い た 、 介 護 者 の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ を 決 定 す る の に 必 要 な デ

ー タ を 含 む 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 受 信 し た 聴 覚 デ ー タ は 、 測 定 時 刻 、 測 定 時 の 音 圧 に 関 す る デ ー タ を 含 む 。 音 圧 に 関 す る

デ ー タ は 、 介 護 者 が 発 し て い る 声 の 音 圧 の 大 き さ の 値 を 含 み 、 介 護 者 が 声 を 発 し て い な け

れ ば 、 音 圧 の 大 き さ の 値 は 零 で あ る 。 別 の 態 様 に お い て 、 聴 覚 デ ー タ は 、 音 圧 に 関 す る デ

ー タ を 含 み 、 さ ら に 、 会 話 の 内 容 に 関 す る デ ー タ を 含 む こ と が あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 零 よ り

大 き く 接 触 圧 力 し き い 値 以 下 で あ る か ど う か を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 す る 。 判 定 し た 結 果 、

圧 力 の 値 の 大 き さ が 零 よ り 大 き く 接 触 圧 力 し き い 値 以 下 で あ る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３
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に 進 み 、 そ う で な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に 進 む 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 上 記 の 視 線 追 跡 の 手 法 を 用 い て

決 定 さ れ る 介 護 者 の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ と 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 作 成 し た 被 介 護 者 の 頭 部 の

画 像 に 含 ま れ る 目 の 向 き お よ び 高 さ と が 合 っ て い る か ど う か を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 す る 。

判 定 し た 結 果 、 介 護 者 の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ と 、 被 介 護 者 の 目 の 向 き お よ び 高 さ と が 、

２ つ と も 合 っ て い る な ら ば 、 さ ら に 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と の 間 の 距 離 が ２ ０ ｃ ｍ

以 下 で あ る か ど う か を 判 定 し 、 距 離 が ２ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ れ ば 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に

進 み 、 距 離 が ２ ０ ｃ ｍ よ り 大 き け れ ば 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に 進 む 。 介 護 者 の 目 線 の

向 き お よ び 高 さ と 、 被 介 護 者 の 目 の 向 き お よ び 高 さ と が 、 １ つ で も 合 っ て い な い な ら ば 、

処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に 進 む 。 か か る 距 離 の 判 定 の た め に 本 実 施 形 態 の 視 覚 セ ン サ に 含

ま れ る 距 離 深 度 セ ン サ に よ っ て 、 介 護 者 と 被 介 護 者 と の 間 の 距 離 を 検 出 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 こ こ で 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と の 間 の 距 離 が ２ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ る か ど う か を 判 定

す る 場 合 に 、 ２ ０ ｃ ｍ 以 外 の 閾 値 、 例 え ば ７ ０ ｃ ｍ な ど を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 閾 値

は 介 護 者 或 い は 被 介 護 者 の 身 長 、 姿 勢 な ど を 考 慮 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 音 圧 の 値 の 大 き さ が 零 よ り 大 き

い か ど う か を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 す る 。 判 定 し た 結 果 、 音 圧 の 値 の 大 き さ が 零 よ り 大 き い

場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に 進 み 、 そ う で な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に 進 む 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に て 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ 、 視 線 に 関 す る デ ー タ 、 お よ び 音 圧 に

関 す る デ ー タ の 各 々 に 対 し て 、 時 刻 を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 抽 出 す る 。 次 に 、 今 述 べ た デ ー タ の

各 々 に 対 し て 、 抽 出 し た 時 刻 か ら 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の

プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ て か ら 現 時 点 ま で の 間 に 占 め る 時 間 の 割 合 を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 算 出 し

、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に 進 む 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 本 明 細 書 に お い て 、 以 後 、 算 出 さ れ た 各 々 の 割 合 を 個 別 ス コ ア と い う 。 接 触 圧 力 に 関 す

る デ ー タ の 個 別 ス コ ア は 、 「 触 れ る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア で あ り 、 視 線 に 関 す る デ ー タ の

個 別 ス コ ア は 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア で あ り 、 音 圧 に 関 す る デ ー タ の 個 別 ス コ

ア は 、 「 話 し か け る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア で あ る 。 例 え ば 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ の 個

別 ス コ ア が 高 け れ ば 高 い ほ ど 、 介 護 者 が 被 介 護 者 に 触 れ て い る 時 間 が 長 く 、 「 触 れ る 」 ス

キ ル が よ く で き て い る と 言 え る 。 視 線 に 関 す る デ ー タ の 個 別 ス コ ア が 高 け れ ば 高 い ほ ど 、

介 護 者 の 視 線 と 被 介 護 者 の 視 線 と が 合 っ て い る 時 間 が 長 く 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル が よ く で

き て い る と 言 え る 。 音 圧 に 関 す る デ ー タ の 個 別 ス コ ア が 高 け れ ば 高 い ほ ど 、 介 護 者 が 被 介

護 者 に 話 し か け て い る 時 間 が 長 く 、 「 話 し か け る 」 ス キ ル が よ く で き て い る と 言 え る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に て 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ 、 視 線 に 関 す る デ ー タ 、 ま た は 音 圧 に

関 す る デ ー タ の 個 別 ス コ ア が あ る 場 合 、 各 個 別 ス コ ア を 各 ス キ ル の 個 別 ス コ ア と し て 含 む

描 画 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し 、 さ ら に 音 声 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し 、 処 理 は

ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ に 進 む 。 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 被 介 護

者 が 微 笑 ん で い る よ う な 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 生 成 す る こ と が で き る デ ー タ を 含 む

。 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 音 声 デ ー タ は 、 例 え ば 、 被 介 護 者 が 喜 ん で い る よ う な 音

声 デ ー タ を 含 む 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 被 介

護 者 が 微 笑 ん で い る よ う な 、 例 え ば 安 心 の 表 情 を 表 す 、 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 生 成

す る こ と が で き る デ ー タ を 含 む こ と が で き る 。 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 音 声 デ ー タ

は 、 例 え ば 、 被 介 護 者 が 微 笑 ん で い る よ う な 、 例 え ば 「 う ふ ふ 」 を 表 す 、 音 声 デ ー タ を 含

む こ と が で き る 。 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 被 介 護 者 が 普 段
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の 表 情 を 表 す 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 生 成 す る こ と が で き る デ ー タ を 含 む こ と が で き

る 。 音 声 デ ー タ は 、 例 え ば 、 被 介 護 者 が 黙 っ て い る こ と を 表 す 無 音 を 示 す 音 声 デ ー タ を 含

む こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ 、 視 線 に 関 す る デ ー タ 、 ま た は 音 圧 に 関 す る デ ー タ の 個 別 ス コ

ア が な い 場 合 、 各 ス キ ル の 個 別 ス コ ア と し て 、 例 え ば 、 「 ０ ％ 」 を 含 む 描 画 デ ー タ を Ｃ Ｐ

Ｕ １ ０ １ が 作 成 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ に 進 む 。 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、

ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 接 触 圧 力 し き い 値 よ り 大 き い と Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １

が 判 定 し た 場 合 、 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 被 介 護 者 が 不 機 嫌 そ う な 顔 を し て い る よ う な 画

像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 生 成 す る こ と が で き る デ ー タ を 含 む 。 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ

に 対 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 接 触 圧 力 し き い 値 よ り 大 き い と Ｃ

Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 し た 場 合 、 被 介 護 者 が 怒 っ て い る よ う な 音 声 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作

成 す る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、

圧 力 の 値 の 大 き さ が 接 触 圧 力 し き い 値 よ り 大 き い と Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 し た 場 合 、 描 画 デ

ー タ は 、 例 え ば 、 被 介 護 者 が 怒 っ て い る よ う な 怒 り の 表 情 を 表 す 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０

２ が 生 成 で き る デ ー タ を 含 む こ と が で き る 。 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 ス テ ッ プ

Ｓ ３ ０ ２ に て 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 接 触 圧 力 し き い 値 よ り 大 き い と Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 し

た 場 合 、 被 介 護 者 が 怒 っ て い る よ う な 「 う っ 」 を 表 す 音 声 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、

圧 力 の 値 の 大 き さ が 零 で あ る と Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 し た 後 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 零 で な い

と Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 す る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に て 、 時 刻 が 抽 出 さ れ な い 時 間 が １ ０

秒 以 上 続 い て い た な ら ば 、 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 被 介 護 者 が び っ く り し た よ う な 驚 き の

表 情 を 表 す 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 生 成 で き る デ ー タ を 含 む こ と が で き る 。 接 触 圧 力

に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 零 で あ る と Ｃ Ｐ Ｕ

１ ０ １ が 判 定 し た 後 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 零 で な い と Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 す る 場 合 、 ス テ

ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に て 、 時 刻 が 抽 出 さ れ な い 時 間 が １ ０ 秒 以 上 続 い て い た な ら ば 、 被 介 護 者 が

び っ く り し た よ う な 「 あ っ 」 を 表 す 音 声 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ に て 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ に 描 画 デ ー タ を 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ に 音 声 デ ー タ を

Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 送 信 す る 。 受 信 し た 描 画 デ ー タ に 基 づ い て 、 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が

作 成 し 、 作 成 し た 画 像 デ ー タ を デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ に Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 送 信 す る 。 す る と 、

デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に お い て 、 介 護 者 は 、 被 介 護 者 の 頭 部 を 含 む 画 像 と 、 「 見 つ め

る 」 ス キ ル 、 「 触 れ る 」 ス キ ル 、 お よ び 「 話 し か け る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア が 含 ま れ た 画

像 と を 同 時 に 見 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 介 護 者 は 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ か ら 被 介 護 者 の 感 情

を 表 す 音 声 を 聞 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ 、 接 触 セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性

セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン が 、 そ れ ぞ れ 、 触 覚 デ ー タ 、 視 覚 デ ー タ 、 慣 性 デ ー タ 、 お

よ び 聴 覚 デ ー タ を 測 定 し て い る 間 、 リ ア ル タ イ ム に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ ～ Ｓ ３ ０ ５

の 処 理 が 常 に 繰 り 返 さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に お い て 、 介 護 者 が 、 常 に 最 新 の 個

別 ス コ ア を 確 認 で き る こ と は 当 業 者 で あ れ ば 容 易 に 理 解 さ れ る だ ろ う 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 本 態 様 に よ れ ば 、 介 護 者 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 「 見 つ め る 」 「 触 れ る 」 「 話 し か

け る 」 の 各 ス キ ル が 、 ど の 程 度 で き て い る か を 知 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 さ ら に 、 本 態 様 に よ れ ば 、 介 護 者 は 、 ３ つ の ス キ ル う ち 、 同 時 に い く つ の ス キ ル が で き
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る よ う に な っ た か と い う レ ベ ル を 知 る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 ４ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア に

関 す る 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ る と 、 接 触

セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン は 、 そ れ ぞ れ 、 触 覚 デ ー タ 、 視

覚 デ ー タ 、 慣 性 デ ー タ 、 お よ び 聴 覚 デ ー タ の 測 定 を 開 始 す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ は 、 等 身 大 の 人 形 ま た は 実 際 の ヒ ト の 頭 部 を 被 介 護 者 の 頭 部 に 見 せ る た め

の 描 画 デ ー タ を 作 成 し 、 作 成 し た 描 画 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ に 送 信 す る 。 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ は

、 受 信 し た 描 画 デ ー タ か ら 画 像 デ ー タ を 作 成 し 、 作 成 し た 画 像 デ ー タ を デ ィ ス プ レ イ １ ０

４ に 送 信 す る 。 す る と 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に お い て 、 介 護 者 は 、 等 身 大 の 人 形 ま

た は 実 際 の ヒ ト を 含 む 目 の 前 の 光 景 の 中 に 、 被 介 護 者 の 頭 部 の 画 像 が 重 畳 表 示 さ れ た 等 身

大 の 人 形 ま た は 実 際 の ヒ ト の 頭 部 を 見 る こ と で き る 。 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ ま た は Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ に

よ る 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ か ら 開 始 す る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ に て 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ を 介 し て 、 接 触 セ ン サ が 測

定 し た 触 覚 デ ー タ を 、 視 覚 セ ン サ が 測 定 し た 視 覚 デ ー タ を 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン が 測 定

し た 聴 覚 デ ー タ を 、 リ ア ル タ イ ム に お い て Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 受 信 し 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４

０ ２ に 進 む 。 受 信 し た 各 デ ー タ は 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 し た デ ー タ と 同 一 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ に て 、 触 覚 デ ー タ の 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 圧 力 の 値 の 大

き さ が 零 よ り 大 き く 接 触 圧 力 し き い 値 以 下 で あ る か ど う か を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 す る 。 判

定 し た 結 果 、 圧 力 の 値 の 大 き さ が 零 よ り 大 き く 接 触 圧 力 し き い 値 以 下 で あ る 場 合 は 、 ス テ

ッ プ Ｓ ４ ０ ３ に 進 み 、 そ う で な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に 進 む 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ に て 、 視 覚 デ ー タ の 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 上 記 の 視 線 追 跡 の

手 法 を 用 い て 決 定 さ れ る 介 護 者 の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ と 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 作 成 し た 被 介

護 者 の 頭 部 の 画 像 に 含 ま れ る 目 の 向 き お よ び 高 さ と が 合 っ て い る か ど う か を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １

が 判 定 す る 。 判 定 し た 結 果 、 介 護 者 の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ と 、 被 介 護 者 の 目 の 向 き お よ

び 高 さ と が 、 ２ つ と も 合 っ て い る な ら ば 、 さ ら に 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と の 間 の 距

離 が ２ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ る か ど う か を 判 定 し 、 距 離 が ２ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ れ ば 、 処 理 は ス テ ッ

プ Ｓ ４ ０ ３ に 進 み 、 距 離 が ２ ０ ｃ ｍ よ り 大 き け れ ば 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に 進 む 。 介

護 者 の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ と 、 被 介 護 者 の 目 の 向 き お よ び 高 さ と が 、 １ つ で も 合 っ て い

な い な ら ば 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に 進 む 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 こ こ で 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と の 間 の 距 離 が ２ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ る か ど う か を 判 定

す る 場 合 に 、 前 述 し た よ う に 、 例 え ば ７ ０ ｃ ｍ な ど の ２ ０ ｃ ｍ 以 外 の 閾 値 を 用 い る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ に て 、 聴 覚 デ ー タ の 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 音 圧 の 値 の 大 き さ

が 零 よ り 大 き い か ど う か を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 判 定 す る 。 判 定 し た 結 果 、 音 圧 の 値 の 大 き さ が

零 よ り 大 き い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ に 進 み 、 そ う で な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に

進 む 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ に て 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ 、 視 線 に 関 す る デ ー タ 、 お よ び 音 圧 に

関 す る デ ー タ の 各 々 に 対 し て 、 時 刻 を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 抽 出 し 、 ２ つ 以 上 の デ ー タ か ら 同 一

の 時 刻 が 抽 出 さ れ た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ に 進 む 。 ２ つ 以 上 の デ ー タ か ら 同 一 の

時 刻 が 抽 出 さ れ な い 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に 進 む 。 こ こ で 、 ２ つ 以 上 の デ ー タ か
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ら 同 一 の 時 刻 が 抽 出 さ れ る と い う こ と は 、 第 １ の 条 件 を 満 た す 第 １ の デ ー タ が あ る と き に

、 少 な く と も 第 ２ の 条 件 を 満 た す 第 ２ の デ ー タ が あ る 状 態 で あ る 。 接 触 セ ン サ が 測 定 し た

触 覚 デ ー タ 、 視 覚 セ ン サ が 測 定 し た 視 覚 デ ー タ 、 マ イ ク ロ フ ォ ン が 測 定 し た 聴 覚 デ ー タ が

そ れ ぞ れ 前 述 し た 条 件 を 満 た し て い る 時 刻 に 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ 、 視 線 に 関 す る デ

ー タ 、 お よ び 音 圧 に 関 す る デ ー タ が 、 夫 々 発 生 し て い る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ に て 、 抽 出 し た 時 刻 か ら 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作

訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ て か ら 現 時 点 ま で の 間 に 占 め る 時 間 の 割 合 を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０

１ が 算 出 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に 進 む 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 換 言 す れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ に て 、 １ ） 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ と 視 線 に 関 す る デ ー

タ と が 両 方 同 時 に 発 生 し て い る 時 間 の 長 さ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム

が 実 行 さ れ て か ら 現 時 点 ま で の 間 に 占 め る 時 間 の 長 さ の 割 合 、 ２ ） 視 線 に 関 す る デ ー タ と

音 圧 に 関 す る デ ー タ と が 両 方 同 時 に 発 生 し て い る 時 間 の 長 さ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練

方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ て か ら 現 時 点 ま で の 間 に 占 め る 時 間 の 長 さ の 割 合 、 ３ ） 音 圧

に 関 す る デ ー タ に つ い て の 時 間 量 と 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ と が 両 方 同 時 に 発 生 し て い る

時 間 の 長 さ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ て か ら 現 時 点 ま で の

間 に 占 め る 時 間 の 長 さ の 割 合 、 の 3つ の 割 合 を 組 み 合 わ せ た 値 に 基 づ い て 、 マ ル チ モ ー ダ

ル ス コ ア を 算 出 す る こ と が で き る 。 そ の 組 み 合 わ せ に は 、 論 理 積 や 、 論 理 和 な ど 様 々 な 算

出 を 用 い る こ と が で き る 。 「 見 つ め る 」 ス キ ル 、 「 触 れ る 」 ス キ ル 、 ま た は 「 話 し か け る

」 ス キ ル の う ち の ２ つ 以 上 の ス キ ル を 介 護 者 が 同 時 に 使 用 し て い る 時 間 が 長 い こ と を 示 す

、 或 い は 、 ２ つ 以 上 の ス キ ル を 介 護 者 が 同 時 に 使 用 し て い る 時 間 が 長 い こ と に 関 連 し て い

る ス コ ア を 算 出 で き れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 本 明 細 書 に お い て 、 以 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ に て 算 出 さ れ た 割 合 を マ ル チ モ ー ダ ル ス コ

ア と い う 。 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア が 高 け れ ば 高 い ほ ど 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル 、 「 触 れ る 」

ス キ ル 、 ま た は 「 話 し か け る 」 ス キ ル の う ち の ２ つ 以 上 の ス キ ル を 介 護 者 が 同 時 に 使 用 し

て い る 時 間 が 長 い こ と を 表 す 。 換 言 す れ ば 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア が 高 け れ ば 高 い ほ ど 、

介 護 動 作 が 、 マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 を 使 用 し て い る 介 護 動 作 で あ る 時 間 が 長 い こ と を 示

す 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 算 出 さ れ た マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 、 に 応 じ 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア を 含 む 描 画 デ ー タ を

ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に て Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ６ に 進 む 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア が な い 場 合 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア と し て 、 例 え ば 、 「 ０ ％ 」 を

含 む 描 画 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ６ に 進 む 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 す べ て の 個 別 ス コ ア が な い 場 合 、 例 え ば 、 「 ０ ％ 」 を 含 む 描 画

デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し 、 介 護 者 と 被 介 護 者 と の 間 に や り 取 り が な い こ と を 示 す 警

告 音 に 関 す る 音 声 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ６ に 進 む こ と も

で き る 。 警 告 音 は 、 １ 種 類 だ け で な く 、 例 え ば 、 「 Ｎ ｏ 　 ｃ ｏ ｍ ｍ ｕ ｎ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 」

、 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が あ り ま せ ん 」 、 お よ び ビ ー プ 音 な ど 、 複 数 種 類 を 含 む こ と が で

き る 。 こ こ に い う 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が あ り ま せ ん 」 と は 、 「 見 つ め る 」 、 「 触 れ る 」

、 お よ び 「 話 し か け る 」 の す べ て が な い 状 態 の こ と を い う 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ６ に て 、 Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ に 描 画 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 送 信 す る 。 受 信 し

た 描 画 デ ー タ に 基 づ い て 、 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 作 成 し 、 作 成 し た 画 像 デ ー タ を デ

ィ ス プ レ イ １ ０ ４ に Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 送 信 す る 。 す る と 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に お い

て 、 介 護 者 は 、 被 介 護 者 の 頭 部 を 含 む 画 像 と 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア と が 含 ま れ た 画 像 と

を 同 時 に 見 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ９ ２ 】

　 す べ て の 個 別 ス コ ア が な い 場 合 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 介 護 者 は 、 警 告 音 を 聞 く こ と

も で き る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ 、 接 触 セ ン サ 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性

セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン が 、 そ れ ぞ れ 、 触 覚 デ ー タ 、 視 覚 デ ー タ 、 慣 性 デ ー タ 、 お

よ び 聴 覚 デ ー タ を 測 定 し て い る 間 、 リ ア ル タ イ ム に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ ～ Ｓ ４ ０ ６

の 処 理 が 常 に 繰 り 返 さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に お い て 、 介 護 者 が 、 常 に 最 新 の マ

ル チ モ ー ダ ル ス コ ア を 確 認 で き る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 本 態 様 に よ れ ば 、 介 護 者 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 が ど の 程

度 で き て い る か を 知 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 さ ら に 、 本 態 様 に よ れ ば 、 介 護 者 は 、 あ と ど れ ぐ ら い 訓 練 を す れ ば よ い か を 知 る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 図 ３ を 参 照 し て 説 明 し た 処 理 と 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 し た 処 理 と を 合 わ せ る と 、 デ ィ ス

プ レ イ １ ０ ４ の 画 面 に お い て 、 介 護 者 は 、 被 介 護 者 の 感 情 を 表 し た 被 介 護 者 の 頭 部 を 含 む

画 像 と 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア と 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル 、 「 触 れ る 」 ス キ ル 、 お よ び 「 話

し か け る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア と 、 を 同 時 に 見 る こ と が で き 、 さ ら に 、 被 介 護 者 の 感 情 を

表 す 音 声 を 聞 く こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 本 態 様 に よ れ ば 、 介 護 者 は 、 単 独 に お い て 、 自 分 自 身 の マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得

レ ベ ル を 知 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 複 数 の セ ン サ か ら 複 数 の デ ー タ を

取 得 す る 手 段 （ 入 力 デ ー タ 受 信 部 ２ ０ １ ） が 実 現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ を 実 行 す る Ｃ

Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 取 得 さ れ た 複 数 の デ ー タ に 基 づ い て 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 を

満 た し て い る か ど う か を 判 定 す る 手 段 （ 条 件 判 定 部 ２ ０ ２ ） が 実 現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４

０ ２ ～ ４ ０ ４ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 複 数 の 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 複 数 の

ス キ ル の 状 態 に 基 づ い て 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド マ ル チ モ ー ダ ル の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報

を 取 得 す る 取 得 手 段 （ 条 件 判 定 部 ２ ０ ２ お よ び マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ ） が 実

現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ 、 Ｓ ４ ０ ６ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 取 得 手 段 に よ

り 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る 出 力 手 段 （ 出 力 デ ー タ 送 信 部

２ ０ ５ ） と 、 算 出 さ れ た 割 合 を 出 力 す る 手 段 （ 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ ） と が 実 現 さ れ る

。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 複 数 の ス キ ル 個 別 の 習 得

度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 得 る 手 段 （ 条 件 判 定 部 ２ ０ ２ お よ び マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算

部 ２ ０ ４ ） が 実 現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ ～ ４ ０ ４ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、

複 数 の ス キ ル を 組 み 合 わ せ た 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い 情 報 を 得 る 手 段 （ 条 件 判 定 部 ２ ０ ２

お よ び マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ ） が 実 現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ 、 Ｓ ４ ０ ６

を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 複 数 の ス キ ル 個 別 の 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い を 把 握 す

る 表 示 又 は 音 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド 提 供 者 へ 出 力 す る 手 段 （ 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ ） が

実 現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ 、 Ｓ ４ ０ ６ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 複 数 の ス キ

ル を 組 み 合 わ せ た 習 得 度 合 い を 示 す 度 合 い を 把 握 で き る 表 示 又 は 音 を 前 記 ユ マ ニ チ ュ ー ド

提 供 者 へ 出 力 す る 手 段 （ 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ ） が 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 複 数 の 予 め 定 義 さ れ た 条 件 の う ち

の ２ 以 上 の 条 件 を 同 時 に 満 た し て い る と 判 定 さ れ た 時 間 を 抽 出 す る 手 段 （ マ ル チ モ ー ダ ル
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ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ ） が 実 現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て

、 複 数 の デ ー タ の 取 得 開 始 時 刻 か ら 現 在 時 刻 ま で の 時 間 に 対 す る 抽 出 さ れ た 時 間 の 割 合 を

算 出 す る 手 段 （ マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ ） が 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 図 ５ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 各 ス キ ル の 動 作 時 間 を 例 示 す る

図 で あ る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 表 ５ ０ １ の １ 行 目 は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム

が 実 行 さ れ て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の 各 セ ン サ が 測 定 を 開 始 し て か ら 経 過 し た 秒

単 位 の 時 間 を 表 す 。 表 ５ ０ ２ の ２ 、 ３ 、 お よ び ４ 行 目 は 、 各 々 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る

「 見 つ め る 」 ス キ ル 、 「 触 れ る 」 ス キ ル 、 お よ び 「 話 し か け る 」 ス キ ル を 使 用 し た 動 作 で

あ る 秒 単 位 の 時 間 を 表 す 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 表 ５ ０ １ の ２ 行 目 は 、 介 護 者 の 動 作 が 、 １ ０ ～ ２ ５ 秒 、 ３ ０ ～ ３ ５ 秒 、 お よ び

４ ０ ～ ５ ０ 秒 の 間 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル を 使 用 し た 動 作 に な っ て い る こ と を 表 す 。 さ ら に

、 表 ５ ０ １ の ３ お よ び ４ 行 目 を 含 め る と 、 介 護 者 の 動 作 が 、 １ ５ ～ ２ ０ 秒 の 間 は 「 見 つ め

る 」 ス キ ル の み を 使 用 し た 動 作 、 ３ ０ ～ ３ ５ 秒 の 間 は 「 見 つ め る 」 ス キ ル と 「 触 れ る 」 ス

キ ル と を 使 用 し た マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 、 ４ ０ ～ ５ ０ 秒 の 間 は 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル 、 「 触

れ る 」 ス キ ル 、 お よ び 「 話 し か け る 」 ス キ ル を 使 用 し た マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 に な っ て い る

こ と を 表 す 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 表 ５ ０ １ は 、 例 で あ り 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 各 ス キ ル の 動 作 時 間 の 例 を 示 し 、 ユ マ

ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 を 具 体 的 に 理 解 す る た め の 例 で あ る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る シ ス テ ム 全 体 を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。 本 発 明 の 一 態 様

に 係 る 例 示 的 な シ ス テ ム は 、 被 介 護 者 の 役 割 を 果 た す 等 身 大 の 人 形 ６ ０ １ と 、 接 触 セ ン サ

で あ る 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ ６ ０ ２ と 、 触 覚 デ ー タ を 処 理 す る コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム

６ ０ ３ と 、 視 覚 セ ン サ 、 慣 性 セ ン サ 、 お よ び マ イ ク ロ フ ォ ン が 搭 載 さ れ 、 視 覚 デ ー タ 、 慣

性 デ ー タ 、 お よ び 聴 覚 デ ー タ を 処 理 す る 中 央 処 理 装 置 を 有 し 、 画 像 デ ー タ を 画 面 に 出 力 す

る ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ と を 含 み 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ の 画

面 に は 、 画 像 ６ ２ １ が 表 示 さ れ て い る 。 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 例 示 的 な シ ス テ ム の デ ー タ

は 、 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ ６ ０ ２ か ら コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ６ ０ ３ へ 送 信 さ れ る 触 覚

デ ー タ ６ １ １ と 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ６ ０ ３ が 計 算 し た 「 触 れ る 」 ス キ ル の 個 別

ス コ ア デ ー タ ６ １ ２ と を 含 む 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 画 像 ６ ２ １ で は 、 実 際 に 被 介 護 者 を 背 上 げ し た 介 護 ベ ッ ド に 寄 り か か ら せ た 状 態 の 画 像

に 対 し て 、 被 介 護 者 の 顔 の 表 情 の ア ニ メ ー シ ョ ン お よ び 個 別 ス コ ア デ ー タ ６ １ ２ 等 が 重 畳

表 示 さ れ て い る 。 例 え ば 、 被 介 護 者 の 顔 の 表 情 の ア ニ メ ー シ ョ ン は 、 安 心 、 怒 り 、 驚 き 、

悲 し み 、 不 安 な ど の 被 介 護 者 の 感 情 を 表 す こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 図 ３ お よ び ４ を 参 照 し て 説 明 さ れ た マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １

は 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ を 介 し て 、 触 覚 デ ー タ 、 視 覚 デ ー タ 、 お よ び 聴 覚

デ ー タ を 受 信 し て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の 処 理 を す る 。 図 ６ に お け る ヘ ッ ド マ ウ

ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ の 中 央 処 理 装 置 は 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ を 介 し て

、 視 覚 デ ー タ お よ び 聴 覚 デ ー タ を 受 信 し 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル お よ び 「 話 し か け る 」 ス キ

ル の 個 別 ス コ ア を 算 出 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ８ を 介 し て 、 別 の コ ン ピ ュ

ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ６ ０ ３ が 算 出 し た 「 触 れ る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア デ ー タ ６ １ ２ を 受 信

し て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の 処 理 を す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 視 線 に 関 す る デ ー タ お よ び 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 関 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ に て 、 セ ン

10

20

30

40

50



(20) JP  2023-36050  A   2023.3.13

サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ を 介 し て 、 視 覚 セ ン サ が 測 定 し た 視 覚 デ ー タ と 、 マ イ ク ロ

フ ォ ン が 測 定 し た 聴 覚 デ ー タ と を 、 リ ア ル タ イ ム に お い て ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６

０ ４ の 中 央 処 理 装 置 が 受 信 し 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に 進 む こ と が で き る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 関 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ に て 、 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ ６ ０ ２

か ら 送 信 さ れ る 触 覚 デ ー タ ６ １ １ を 、 リ ア ル タ イ ム に お い て 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス

テ ム ６ ０ ３ が 受 信 し 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に 進 む こ と が で き る 。 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３

に お い て 算 出 さ れ た 「 触 れ る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア デ ー タ ６ １ ２ は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ

ス プ レ イ ６ ０ ４ の 中 央 処 理 装 置 へ 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ６ ０ ３ が 送 信 し 、 処 理

は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ 以 降 の 処 理 は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ

レ イ ６ ０ ４ の 中 央 処 理 装 置 が 行 う こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 視 線 に 関 す る デ ー タ お よ び 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 関 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ に て 、 セ ン

サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ を 介 し て 、 視 覚 セ ン サ が 測 定 し た 視 覚 デ ー タ と 、 マ イ ク ロ

フ ォ ン が 測 定 し た 聴 覚 デ ー タ と を 、 リ ア ル タ イ ム に お い て ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６

０ ４ の 中 央 処 理 装 置 が 受 信 し 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ に 進 む こ と が で き る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 関 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ に て 、 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ ６ ０ ２

か ら 送 信 さ れ る 触 覚 デ ー タ ６ １ １ を 、 リ ア ル タ イ ム に お い て 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス

テ ム ６ ０ ３ が 受 信 し 、 受 信 し た 触 覚 デ ー タ ６ １ １ を 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４

の 中 央 処 理 装 置 へ 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ６ ０ ３ が 送 信 し 、 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ

４ ０ ２ に 進 む こ と が で き る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ 以 降 の 処 理 は 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ

イ ６ ０ ４ の 中 央 処 理 装 置 が 行 う こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に お け る 処

理 を 、 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム の Ｃ Ｐ Ｕ と 負 荷 分 散 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に て 、 介 護 者

の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ と 、 被 介 護 者 の 目 の 向 き お よ び 高 さ と が 、 ２ つ と も 合 っ て い る な

ら ば 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と の 間 の 距 離 が １ ４ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ る か ど う か を 判 定 す

る こ と が で き る 。 距 離 が １ ４ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ れ ば 、 さ ら に 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と

の 間 の 距 離 が ７ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ る か ど う か を 判 定 す る 。 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と の 間

の 距 離 が 、 ７ ０ ｃ ｍ 以 下 で あ る と き 距 離 の 評 価 値 を ３ に 、 ７ ０ ｃ ｍ よ り 大 き く １ ４ ０ ｃ ｍ

以 下 で あ る と き 距 離 の 評 価 値 を ２ に 、 １ ４ ０ ｃ ｍ よ り 大 き い と き 距 離 の 評 価 値 を １ に 設 定

す る こ と が で き る 。 介 護 者 の 目 線 の 向 き お よ び 高 さ と 、 被 介 護 者 の 目 の 向 き お よ び 高 さ と

が 、 １ つ で も 合 っ て い な い な ら ば 、 距 離 の 評 価 値 に ０ を 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ４ 】

　 こ こ で 、 ７ ０ ｃ ｍ お よ び １ ４ ０ ｃ ｍ と い う ２ つ の 長 さ は 、 単 な る 例 で あ り 、 介 護 者 の 目

と 被 介 護 者 の 目 と の 間 の 距 離 は 、 種 々 の 長 さ を 用 い る こ と が で き 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者

の 目 と の 間 の 距 離 の 判 定 に 用 い ら れ る 長 さ の 個 数 は 、 何 個 で も よ い 。 ０ 、 １ 、 ２ 、 お よ び

３ と い う ４ つ の 値 は 、 単 な る 例 で あ り 、 距 離 の 評 価 値 は 、 種 々 の 値 を 用 い る こ と が で き 、

距 離 の 評 価 値 の 個 数 は 、 介 護 者 の 目 と 被 介 護 者 の 目 と の 間 の 距 離 の 判 定 に 用 い ら れ る 長 さ

の 個 数 に 応 じ た 個 数 に す る こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア に 関 し て 、 距 離 の 評 価 も 導 入

さ れ 、 介 護 者 は 、 単 独 に お い て 、 被 介 護 者 と の 距 離 の 適 正 さ を 知 る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 別 の 態 様 に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 複 数 の

し き い 値 を 使 用 し て 、 接 触 圧 力 の 評 価 を 多 段 階 に す る こ と が で き て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に

て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 す る 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 接 触 圧 力 が 零 で あ る こ と を 表 す 「 無
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」 、 接 触 圧 力 が 適 当 で あ る こ と を 示 す 「 適 」 、 接 触 圧 力 が 強 す ぎ る こ と を 表 す 「 強 」 の ３

段 階 を 用 い て 、 接 触 圧 力 を 表 す 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 作 成 す る こ と が で き る デ ー タ

を 含 む こ と が で き る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に て 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 す る 描 画 デ ー タ

は 、 例 え ば 、 接 触 圧 力 が 零 で あ る こ と を 表 す 「 接 触 な し 」 、 接 触 圧 力 が 適 当 で あ る こ と を

示 す 「 接 触 中 」 、 接 触 圧 力 が 強 す ぎ る こ と を 表 す 「 力 が 強 す ぎ ま ず 」 、 接 触 セ ン サ が 分 布

型 ウ エ ア ラ ブ ル 全 身 触 覚 セ ン サ で あ る 場 合 に は 接 触 圧 力 が 被 介 護 者 の 肩 お よ び 背 中 に 対 し

て の み 零 の ま ま で あ る こ と を 示 す 「 肩 や 背 中 に 触 れ て く だ さ い 」 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓

練 装 置 １ ０ ０ と 接 触 セ ン サ と の 間 の 接 続 が 切 れ て い る こ と を 表 す 「 未 接 続 」 な ど の 多 段 階

を 用 い て 、 接 触 圧 力 に 関 す る 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 作 成 す る こ と が で き る デ ー タ を

含 む こ と も で き る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 単 独 に お い て 、 自 分 自 身 の 触 れ る 動 作 が 適 切 で あ る

か ど う か を 知 る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 別 の 態 様 に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 接 触 圧 力 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 機 械 学

習 に 基 づ い て 、 介 護 者 の 触 り 方 を 評 価 す る こ と が で き て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ

１ ０ １ が 作 成 す る 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 介 護 者 の 触 り 方 が 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お い て 良

い と さ れ る 触 り 方 に な っ て い る か ど う か を 表 す 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ が 作 成 す る こ と

が で き る デ ー タ を 含 む こ と が で き る 。 こ こ で 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お い て 良 い と さ れ る 触 り

方 は 、 例 え ば 、 接 触 圧 力 が 手 先 か ら 掌 に 遷 移 す る 触 り 方 、 言 い 換 え る と 、 介 護 者 の 手 が 被

介 護 者 の 身 体 に 着 陸 の よ う な 触 り 方 で あ る 。 接 触 圧 力 が 手 先 か ら 掌 に 遷 移 す る 触 り 方 は 、

接 触 セ ン サ に お い て 圧 力 を 検 出 し た 部 位 の 位 置 の 時 間 変 化 （ 時 間 の 経 過 と と も に 圧 力 検 出

部 位 が 指 先 か ら 掌 へ 移 動 す る ） 、 部 位 の 分 布 の 時 間 変 化 （ 時 間 の 経 過 と と も に 圧 力 検 出 部

位 の 分 布 が 小 さ な 領 域 か ら 大 き な 領 域 へ 変 化 す る ） な ど に よ り 判 定 す る こ と が で き る 。 今

述 べ た 判 定 は 、 例 え ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ と 同 様 に し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 、 触 覚 セ ン サ か

ら 受 け 取 っ た 触 覚 デ ー タ に 基 づ い て 、 予 め 定 め ら れ た 「 圧 力 の 時 間 変 化 」 の 基 準 を 満 た す

か ど う か を 判 定 す る こ と に よ り 行 っ て も よ い 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 単 独 に お い て 、 自 分 自 身 の 触 れ る 動 作 が ユ マ ニ チ ュ

ー ド に お い て 良 い と さ れ る 触 り 方 に な っ て い る か ど う か を 知 る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 別 の 態 様 に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ に て 、 聴 覚 デ ー タ が 会 話 の 内 容 に 関 す る デ ー タ を

含 む 場 合 、 機 械 学 習 に 基 づ い て 、 介 護 者 の 話 し 方 を 評 価 す る こ と が で き て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３

０ ４ に て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 す る 描 画 デ ー タ は 、 例 え ば 、 介 護 者 の 話 し 方 が 、 ユ マ ニ チ

ュ ー ド に お い て 良 い と さ れ る 話 し 方 に な っ て い る か ど う か を 表 す 画 像 デ ー タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０

２ が 作 成 す る こ と が で き る デ ー タ を 含 む こ と が で き る 。 こ こ で 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お い て

良 い と さ れ る 話 し 方 は 、 例 え ば 、 穏 や か に 、 ゆ っ く り と 、 前 向 き な 言 葉 使 い で 話 す 話 し 方

で あ る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 単 独 に お い て 、 自 分 自 身 の 話 す 動 作 が ユ マ ニ チ ュ ー

ド に お い て 良 い と さ れ る 話 し 方 に な っ て い る か ど う か を 知 る こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ に て 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 時 刻 が

抽 出 さ れ れ ば ア イ コ ン タ ク ト の 評 価 値 を １ に 、 視 線 に 関 す る デ ー タ お よ び 音 圧 に 関 す る デ

ー タ に 対 し て 同 一 の 時 刻 が 抽 出 さ れ た 後 、 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 時 刻 が 抽 出 さ れ な

い が 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 時 刻 が 抽 出 さ れ る 時 間 が ３ 秒 以 内 で あ れ ば ア イ コ ン タ ク

ト の 評 価 値 を １ に 、 そ う で な け れ ば ア イ コ ン タ ク ト の 評 価 値 を ０ に 設 定 す る こ と が で き る

。
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【 ０ １ ２ ４ 】

　 こ こ で 、 ０ 、 １ と い う ア イ コ ン タ ク ト の 評 価 値 は 、 単 な る 例 で あ り 、 種 々 の 値 を 用 い る

こ と が で き る 。 ３ 秒 と い う 時 間 も 、 単 な る 例 で あ り 、 種 々 の 時 間 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル に 対 し て 、 緩 や か な 判 定 を す る こ と が で き

る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ に て 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 時 刻 が

抽 出 さ れ れ ば ア イ コ ン タ ク ト の 評 価 値 を ２ 、 視 線 に 関 す る デ ー タ お よ び 音 圧 に 関 す る デ ー

タ に 対 し て 同 一 の 時 刻 が 抽 出 さ れ た 後 、 視 線 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 時 刻 が 抽 出 さ れ な い

が 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 時 刻 が 抽 出 さ れ る 時 間 が ３ 秒 以 内 で あ れ ば ア イ コ ン タ ク ト

の 評 価 値 を １ に 、 そ う で な け れ ば ア イ コ ン タ ク ト の 評 価 値 を ０ に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 こ こ で 、 ０ 、 １ 、 ２ と い う ア イ コ ン タ ク ト の 評 価 値 は 、 単 な る 例 で あ り 、 種 々 の 値 を 用

い る こ と が で き 、 ３ 秒 と い う 時 間 も 、 単 な る 例 で あ り 、 種 々 の 時 間 を 用 い る こ と が で き る

。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 単 独 に お い て 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル の 習 得 レ ベ ル を

知 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ に て 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 時 刻 が

抽 出 さ れ る 時 間 が １ 秒 以 上 で あ れ ば 会 話 が で き て い る と 、 そ う で な け れ ば 会 話 が で き て い

な い と 判 定 す る こ と が で き る 。 １ 秒 と い う 時 間 は 、 単 な る 例 で あ り 、 種 々 の 時 間 を 用 い る

こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 被 介 護 者 に 対 し て 会 話 が で き て い る か ど う か を 知 る

こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ に て 、 視 線 に 関 す る デ ー タ お よ び 音 圧 に 関 す る デ ー タ に 対 し て 、 時 刻

が 抽 出 さ れ な い と き が 一 致 す る 場 合 、 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ に て 、

警 告 音 に 関 す る デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し て 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ か ら 警 告 音 を 発 生 さ せ

る こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 被 介 護 者 に 対 し て 「 見 つ め る 」 こ と も 「 話 し か け る

」 こ と も で き て い な い こ と を た だ ち に 知 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 図 ３ お よ び ４ を 参 照 し て 説 明 さ れ た マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ は 、 接 触 セ ン サ

が 、 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ で あ っ て も 、 分 布 型 ウ エ ア ラ ブ ル 全 身 接 触 セ ン サ で あ っ て も よ い

。 別 の 態 様 に お い て 、 接 触 セ ン サ と し て 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ を 使 用 す れ ば 、 介 護 者 は 、 在

宅 に お い て ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を 知 る こ と が 可

能 に な る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 本 明 細 書 に お い て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 お よ び 方 法 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け

る マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を 示 す こ と に 関 し て 説 明 さ れ た 。 し か し な が ら 、

本 発 明 の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 お よ び 方 法 は 、 ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る マ ル チ モ ー

ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を 示 す こ と に 限 定 さ れ ず に 、 例 え ば 、 医 療 教 育 、 看 護 教 育 な ど

を 含 む 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 を 必 要 と す る 教 育 に お い て 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ

ル を 示 す こ と が 利 用 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 用 語 「 介 護 者 」 は 、 例 え ば 、 生 徒 、 学 生 、 訓

練 者 な ど と 読 み 替 え 可 能 で あ り 、 用 語 「 被 介 護 者 」 は 、 例 え ば 、 患 者 、 負 傷 者 、 病 人 な ど

と 読 み 替 え 可 能 で あ る 。
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【 ０ １ ３ ５ 】

　 本 発 明 の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 お よ び 方 法 は 、 例 え ば 、 親 が 子 と の 接 し 方 を 学 ぶ

と き 、 親 が 、 例 え ば 、 ど の 程 度 子 の 顔 を 見 な が ら 子 と 話 し て い る か を 知 る こ と に 利 用 可 能

で あ る 。 こ の 場 合 、 用 語 「 介 護 者 」 は 、 親 と 読 み 替 え 可 能 で あ り 、 用 語 「 被 介 護 者 」 は 、

子 と 読 み 替 え 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 当 業 者 で あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ ～ Ｓ ３ ０ ５ 、 Ｓ ４ ０ １ ～ Ｓ ４ ０ ６ の 各 々 を 必 要 に 応

じ て 自 由 に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る こ と を 理 解 す る だ ろ う 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 図 ７ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ れ る 画 面 イ メ ー ジ を 例 示 す る 図 で

あ る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ の 画 面 に 表 示 さ れ た 画 像 ６ ２ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ お

よ び Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ に よ っ て 生 成 さ れ 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ の 画 面 に 重 畳 表

示 さ れ る 被 介 護 者 の 頭 部 の Ｃ Ｇ （ コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス ） 画 像 ７ ０ １ と 、 マ ル チ モ

ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ の 動 作 モ ー ド を 示 す モ ー ド 表 示 ７ ０ ２ と 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル

に 関 す る 評 価 ７ ０ ３ と 、 「 話 し か け る 」 ス キ ル に 関 す る 評 価 ７ ０ ４ と 、 「 触 れ る 」 ス キ ル

に 関 す る 評 価 ７ ０ ５ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア を 含 む 全 体 的 な 評 価 ７ ０ ６ と を 含 む 。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 Ｃ Ｇ 画 像 ７ ０ １ は 、 画 像 ６ ２ １ と 同 様 に 、 実 際 に 被 介 護 者 を 背 上 げ し た 介 護 ベ ッ ド に 寄

り か か ら せ た 状 態 に 対 し て 、 例 示 し た 画 像 で あ る 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 図 ７ に お け る 評 価 ７ ０ ６ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア が ２ ３ ％ 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル の 個

別 ス コ ア が ３ ８ ％ 、 「 話 し か け る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア が ６ ９ ％ 、 お よ び 「 触 れ る 」 ス キ

ル の 個 別 ス コ ア が １ ％ で あ る こ と を 例 示 し て い る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 評 価 ７ ０ ３ ～ ７ ０ ５ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ の 判 定 に 基 づ い て 、 Ｓ ３ ０ ４ に て 、 描 画 デ ー

タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し て い る 。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 ま た 、 図 ７ に お い て 、 評 価 ７ ０ ３ は 、 「 見 つ め る 」 こ と が で き て い る こ と 、 評 価 ７ ０ ４

は 、 「 話 し か け る 」 こ と が で き て い る こ と 、 お よ び 評 価 ７ ０ ５ は 、 介 護 者 の 被 介 護 者 へ の

接 触 圧 力 が 強 す ぎ る こ と を 表 し 、 Ｃ Ｇ 画 像 ７ ０ １ に お け る 被 介 護 者 の 表 情 の ア ニ メ ー シ ョ

ン は 、 不 快 感 を 表 し て い る 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 被 介 護 者 の 表 情 を 表 す Ｃ Ｇ 画 像 ７ ０ １ が 、 介 護 動 作 に 連 動 し て 変 化 す る よ う に 構 成 さ れ

て い る の で 、 介 護 者 は 、 訓 練 中 に 非 介 護 者 の 目 か ら 評 価 ７ ０ ６ の 方 へ 視 線 を そ ら さ ず に 済

む こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 画 像 ６ ２ １ を 通 し て 、 リ ア ル タ イ ム に お い て マ ル チ

モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習 得 レ ベ ル を 把 握 し な が ら 、 介 護 動 作 の 訓 練 を す る こ と が 可 能 に な る

。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 図 ８ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ れ る 画 面 イ メ ー ジ を 例 示 す る 図 で

あ る 。

【 ０ １ ４ ６ 】

　 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ の 画 面 に 表 示 さ れ た 画 像 ６ ２ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ お

よ び Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ に よ っ て 生 成 さ れ 、 ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ の 画 面 に 重 畳 表

示 さ れ る 被 介 護 者 の 頭 部 の Ｃ Ｇ 画 像 ７ ０ １ と 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 １ ０ ０ の 動 作

モ ー ド を 示 す モ ー ド 表 示 ７ ０ ２ と 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル に 関 す る 評 価 ７ ０ ３ と 、 「 話 し か

け る 」 ス キ ル に 関 す る 評 価 ７ ０ ４ と 、 「 触 れ る 」 ス キ ル に 関 す る 評 価 ７ ０ ５ と 、 マ ル チ モ
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ー ダ ル ス コ ア の 数 値 を 含 む 全 体 的 な 評 価 ８ ０ １ と 、 「 見 つ め る 」 こ と も 「 話 し か け る 」 こ

と も で き て い な い こ と を 示 す 警 告 ８ ０ ２ と 、 を 含 む 。

【 ０ １ ４ ７ 】

　 Ｃ Ｇ 画 像 ７ ０ １ は 、 画 像 ６ ２ １ と 同 様 に 、 実 際 に 被 介 護 者 を 背 上 げ し た 介 護 ベ ッ ド に 寄

り か か ら せ た 状 態 に 対 し て 、 例 示 し た 画 像 で あ る 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 評 価 ８ ０ １ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア が ２ ２ ％ 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア が ３

７ ％ 、 「 話 し か け る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア が ６ ２ ％ 、 お よ び 「 触 れ る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ

ア が １ ％ で あ る こ と を 例 示 す る 。 図 ８ に お い て 、 評 価 ７ ０ ３ は 、 「 見 つ め る 」 こ と が で き

て い な い こ と 、 評 価 ７ ０ ４ は 、 「 話 し か け る 」 こ と が で き て い な い こ と 、 お よ び 評 価 ７ ０

５ は 、 「 触 れ る 」 こ と が で き て い な い こ と を 示 す 。

【 ０ １ ４ ９ 】

　 図 ８ に お い て 、 「 見 つ め る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア が ３ ７ ％ で あ る こ と は 、 「 見 つ め る 」

ス キ ル の 習 得 レ ベ ル が ３ ７ ％ 程 度 で あ る と 、 介 護 者 は 、 把 握 す る こ と が 可 能 で あ る 。 同 様

に 、 「 話 し か け る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア が ６ ２ ％ で あ る こ と は 、 「 話 し か け る 」 の 習 得 レ

ベ ル が ６ ２ ％ で あ る と 把 握 可 能 で あ り 、 お よ び 「 触 れ る 」 ス キ ル の 個 別 ス コ ア が １ ％ で あ

る こ と は 、 「 触 れ る 」 ス キ ル の 習 得 レ ベ ル が １ ％ で あ る と 把 握 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ５ ０ 】

　 評 価 ７ ０ ３ ～ ７ ０ ５ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ の 判 定 に 基 づ い て 、 Ｓ ３ ０ ４ に て 、 描 画 デ ー

タ を Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ が 作 成 し て い る 。

【 ０ １ ５ １ 】

　 ま た 、 図 ８ に お い て 、 警 告 ８ ０ ２ は 、 「 見 つ め る 」 こ と も 「 話 し か け る 」 こ と も 「 触 れ

る 」 こ と も で き て い な い 状 態 を 表 し 、 Ｃ Ｇ 画 像 ７ ０ １ に お け る 被 介 護 者 の 表 情 の ア ニ メ ー

シ ョ ン は 、 不 安 感 を 表 し て い る 。 図 ８ を 参 照 し て 説 明 さ れ る 画 面 イ メ ー ジ は 、 図 ６ を 参 照

し て 説 明 さ れ た 画 面 イ メ ー ジ の 状 態 か ら 異 な る 状 態 に な っ た と き の 具 体 的 な 一 例 で あ る 。

【 ０ １ ５ ２ 】

　 図 ９ は 、 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る シ ス テ ム 全 体 を 例 示 す る 概 略 図 で あ る 。 本 発 明 の 一 態 様

に 係 る 例 示 的 な シ ス テ ム は 、 被 介 護 者 の 役 割 を 果 た す 等 身 大 の 人 形 ６ ０ １ と 、 接 触 セ ン サ

で あ る 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ ６ ０ ２ と 、 触 覚 デ ー タ 、 視 覚 デ ー タ 、 慣 性 デ ー タ 、 お よ び 聴 覚

デ ー タ を 処 理 す る 中 央 処 理 装 置 を 有 し 、 画 像 デ ー タ を 画 面 に 出 力 す る 情 報 端 末 で あ る ス マ

ー ト フ ォ ン ９ ０ １ と を 含 み 、 ス マ ー ト フ ォ ン ９ ０ １ の 画 面 に は 、 画 像 ９ ２ １ が 表 示 さ れ て

い る 。 本 発 明 の 一 態 様 に 係 る 例 示 的 な シ ス テ ム の デ ー タ は 、 触 覚 セ ン サ グ ロ ー ブ ６ ０ ２ か

ら ス マ ー ト フ ォ ン ９ ０ １ へ 送 信 さ れ る 触 覚 デ ー タ ６ １ １ を 含 む 。

【 ０ １ ５ ３ 】

　 介 護 者 が ス マ ー ト フ ォ ン ９ ０ １ を 人 形 ６ ０ １ に 向 け る と 、 ス マ ー ト フ ォ ン ９ ０ １ の 画 面

に は 、 実 際 に 被 介 護 者 を 背 上 げ し た 介 護 ベ ッ ド に 寄 り か か ら せ た 状 態 に 対 し て 、 被 介 護 者

の 顔 の 表 情 の ア ニ メ ー シ ョ ン お よ び マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 等 が 重 畳 表 示 さ れ た 画 像 ９ ２ １

が 表 示 さ れ る 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 ス マ ー ト フ ォ ン ９ ０ １ は 、 視 覚 セ ン サ と し て 用 い る こ と が で き る 光 セ ン サ 、 距 離 深 度 セ

ン サ な ど を 含 み 、 慣 性 セ ン サ と し て 用 い る こ と が で き る 加 速 度 セ ン サ 、 磁 気 セ ン サ 、 ジ ャ

イ ロ セ ン サ な ど を 含 み 、 マ イ ク ロ フ ォ ン を 含 む 。 前 記 光 セ ン サ 、 距 離 深 度 セ ン サ に は ス マ

ー ト フ ォ ン ９ ０ １ の 背 面 の カ メ ラ の 撮 像 素 子 が 用 い ら れ る 。 ス マ ー ト フ ォ ン ９ ０ １ の 前 面

に 搭 載 さ れ た カ メ ラ の 撮 像 素 子 と 、 機 械 学 習 に 基 づ く 画 像 処 理 と に よ っ て 、 介 護 者 の 視 線

を 追 う 視 線 セ ン サ と す る 。

【 ０ １ ５ ５ 】

　 ス マ ー ト フ ォ ン ９ ０ １ は 、 図 ６ を 参 照 し て 説 明 さ れ た コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ６ ０

３ お よ び ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ４ の 両 方 の 役 割 を 果 た す 。 し た が っ て 、 図 ９ を

参 照 し て 説 明 さ れ た シ ス テ ム は 、 図 ６ を 参 照 し て 説 明 さ れ た シ ス テ ム の コ ン ポ ー ネ ン ト の

組 み 合 わ せ を 変 更 し た シ ス テ ム の 例 で あ る 。
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【 ０ １ ５ ６ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム お よ び ヘ ッ ド マ ウ ン ト

デ ィ ス プ レ イ を 用 い る こ と な く 、 単 独 に お い て 、 自 分 自 身 の マ ル チ モ ー ダ ル 介 護 技 法 の 習

得 レ ベ ル （ す な わ ち 、 習 得 度 合 い ） を 知 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ５ ７ 】

　 本 明 細 書 の 開 示 に よ れ ば 、 機 器 が 、 構 成 に 応 じ て セ ン サ か ら デ ー タ を 受 信 し 、 受 信 し た

デ ー タ を サ ー バ に 送 信 し 、 デ ー タ を 受 信 し た サ ー バ が 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ ～ ３ ０ ５ お よ び

ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ ～ Ｓ ４ ０ ６ の 処 理 を 行 い 、 さ ら に 機 器 が 、 サ ー バ の 出 力 デ ー タ を 受 信 し

表 示 す る と い う シ ス テ ム を 構 成 す る こ と が で き る と い う こ と を 理 解 で き る 。 当 業 者 で あ れ

ば 、 機 器 は 、 こ れ ま で 説 明 し て き た ヘ ッ ド マ ウ ン ト デ ィ ス プ レ イ 、 ス マ ー ト フ ォ ン な ど を

含 む だ け で な く 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 の 習 得 レ ベ ル を 示 す 特 定 の シ ス テ ム 専 用 に 開 発 さ れ

る こ と が 可 能 で あ る こ と を 理 解 す る だ ろ う 。

【 ０ １ ５ ８ 】

　 図 １ ０ は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ ０ に 示 さ れ た 機

能 ブ ロ ッ ク 図 は 、 図 ２ に 示 さ れ た 機 能 ブ ロ ッ ク 図 の 別 例 を 示 し た 図 で あ る 。

【 ０ １ ５ ９ 】

　 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 方 法 の プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ る と き 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ 上 の 機 能 ブ

ロ ッ ク は 、 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ３ ま た は ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０

８ か ら デ ー タ を 受 信 す る 入 力 デ ー タ 受 信 部 ２ ０ １ と 、 入 力 デ ー タ 受 信 部 ２ ０ １ が 受 信 し た

各 デ ー タ に 対 し て 、 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 前 述 し た 条 件 判 定 を す る 条 件 判 定 部 ２ ０ ２ と 、 条

件 判 定 部 ２ ０ ２ の 判 定 に 基 づ い て 、 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 前 述 し た 個 別 ス コ ア を 計 算 す る 個

別 ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ３ と 、 条 件 判 定 部 ２ ０ ２ の 判 定 に 基 づ い て 、 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 前 述

し た マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア を 計 算 す る マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ と 、 個 別 ス コ ア

計 算 部 ２ ０ ３ お よ び マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ に よ り 計 算 さ れ た 結 果 を 記 憶 し 蓄

積 す る ス コ ア 記 憶 部 １ ０ ０ １ と 、 介 護 者 か ら の 指 示 に 従 っ て 画 面 表 示 を 切 り 替 え る 表 示 切

替 え 部 １ ０ ０ ２ と 、 個 別 ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ３ ま た は マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部 ２ ０ ４ の

計 算 に 基 づ い て 、 図 ３ 、 ４ を 参 照 し て 前 述 し た 出 力 デ ー タ を 生 成 し て 、 生 成 し た 出 力 デ ー

タ を Ｇ Ｐ Ｕ １ ０ ２ ま た は ス ピ ー カ １ ０ ５ に 送 信 す る 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ を 含 む 。

【 ０ １ ６ ０ 】

　 ス コ ア 記 憶 部 １ ０ ０ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ に て 抽 出 さ れ た 時 刻 を 記 憶 し 蓄 積 す る こ と

が で き る 。 表 示 切 替 え 部 １ ０ ０ ２ は 、 介 護 者 の 指 示 に 従 っ て 、 例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０

４ に ユ マ ニ チ ュ ー ド に お け る 各 ス キ ル の 動 作 時 間 を 表 示 す る た め の 画 像 デ ー タ を 出 力 す る

よ う に 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ に 指 示 す る こ と が で き る 。 別 の 場 合 に は 、 表 示 切 替 え 部 １

０ ０ ２ は 、 介 護 者 の 指 示 に 従 っ て 、 例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ に マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア

を 表 示 す る た め の 画 像 デ ー タ を 出 力 す る よ う に 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ に 指 示 す る こ と が

で き る 。

【 ０ １ ６ １ 】

　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 介 護 者 は 、 必 要 に 応 じ て 、 各 ス キ ル の 動 作 時 間 ま た は マ ル チ モ

ー ダ ル ス コ ア を 知 る こ と が で き る 。

【 ０ １ ６ ２ 】

　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ 並 び に 主 記 憶 装 置 １ ０ ６ お よ び 二 次

記 憶 装 置 １ ０ ７ の 少 な く と も １ つ に よ っ て 、 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 度 合 い 情 報 を 蓄 積

す る 蓄 積 手 段 （ ス コ ア 記 憶 部 １ ０ ０ １ ） が 実 現 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ 、 Ｓ ４ ０ ６ を 実

行 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ０ １ に よ っ て 、 蓄 積 手 段 に よ り 蓄 積 さ れ た 度 合 い 情 報 を ユ マ ニ チ ュ ー ド 提

供 者 へ 出 力 す る 出 力 手 段 （ 出 力 デ ー タ 送 信 部 ２ ０ ５ に よ り 実 現 さ れ る 。 当 業 者 で あ れ ば 、

図 １ ０ に 示 さ れ た 機 能 ブ ロ ッ ク 図 を 見 れ ば 、 介 護 者 の 指 示 に 従 っ て 、 例 え ば 、 図 ５ に 例 示

さ れ た よ う な 各 ス キ ル の 時 系 列 の 動 作 時 間 を デ ィ ス プ レ イ １ ０ ４ に 表 示 さ せ る こ と が で き

る こ と を 容 易 に 理 解 す る だ ろ う 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ １ ６ ３ 】
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　 本 発 明 の マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置 お よ び 方 法 は 、 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 が 必 要 と さ れ

る 種 々 の 分 野 に お い て 利 用 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ６ ４ 】

　 １ ０ ０ 　 マ ル チ モ ー ダ ル 動 作 訓 練 装 置

　 １ ０ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ

　 １ ０ ２ 　 Ｇ Ｐ Ｕ

　 １ ０ ３ 　 セ ン サ 入 力 イ ン タ ー フ ェ ー ス

　 １ ０ ４ 　 デ ィ ス プ レ イ

　 １ ０ ５ 　 ス ピ ー カ

　 １ ０ ６ 　 主 記 憶 装 置

　 １ ０ ７ 　 二 次 記 憶 装 置

　 １ ０ ８ 　 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス

　 １ ０ ９ 　 バ ス

　 ２ ０ １ 　 入 力 デ ー タ 受 信 部

　 ２ ０ ２ 　 条 件 判 定 部

　 ２ ０ ３ 　 個 別 ス コ ア 計 算 部

　 ２ ０ ４ 　 マ ル チ モ ー ダ ル ス コ ア 計 算 部

　 ２ ０ ５ 　 出 力 デ ー タ 送 信 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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